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春

近
　

敬

一

は
じ
め
に

本
論
文
は
、
近
代
ド
イ
ツ
の
知
識
人
が
「
仏
陀
」
と
い
う
存
在
を
い
か
な
る
か
た
ち
で
解
釈
し
た

か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
当
時
の
東
洋
研
究
、
宗
教
思
潮
、
な
ら
び
に
社
会
状
況
の
視
点
か
ら
解

明
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
世
紀
転
換
期
を
中
心
と
し
た
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
い
て
、

東
洋
研
究
に
触
れ
た
学
者
・
知
識
人
層
を
そ
の
検
討
対
象
と
す
る
。
な
お
、
本
稿
は
平
成
二
十
二
年

度
大
正
大
学
学
位
請
求
論
文
（
課
程
博
士
）「
近
代
の
仏
陀
観
に
関
す
る
一
研
究
―
―
二
〇
世
紀
初

頭
の
ド
イ
ツ
と
日
本
を
中
心
と
し
て
」
よ
り
、
第
三
章
「
近
代
ド
イ
ツ
宗
教
思
潮
と
仏
陀
観
」
を
中

心
に
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

一　

仏
教
研
究
に
お
け
る
「
仏
陀
」
イ
メ
ー
ジ

十
九
世
紀
後
半
か
ら
少
な
く
と
も
第
二
次
世
界
大
戦
ご
ろ
ま
で
は
、
ド
イ
ツ
を
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
お
い
て
「
仏
陀
」
と
は
す
な
わ
ち
釈
迦
牟
尼
仏
で
あ
っ
た
。「
仏
陀
」
は
覚
者
を
表
す
一
つ
の
称

号
に
過
ぎ
ず
、
古
代
イ
ン
ド
に
お
い
て
釈
迦
以
外
も
「
仏
陀
」
と
呼
ば
れ
得
た
と
い
う
こ
と
自
体
は

知
ら
れ
て
は
い
た
が
、
そ
も
そ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
「
仏
教
」Buddhism

と
い
う
概
念
か
ら

し
て
、
ア
ジ
ア
各
地
に
残
存
す
る
地
域
仏
教
と
、
各
地
で
発
見
さ
れ
た
経
典
類
を
釈
迦
と
い
う
一
人

の
人
物
に
統
合
す
る
こ
と
で
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
東
洋
研
究
に
お
い
て
も
、
釈
迦
が
歴
史

上
直
接
説
い
た
も
の
と
さ
れ
た
原
始
仏
典
が
研
究
の
中
心
と
な
っ
た
。
大
乗
仏
教
は
主
と
し
て
そ
の

哲
学
的
要
素
に
お
い
て
関
心
の
対
象
と
な
り
、
信
仰
と
し
て
の
日
本
仏
教
や
中
国
仏
教
の
研
究
が
進

め
ら
れ
た
の
は
早
く
て
も
一
九
三
〇
年
代
後
半
で
あ
り
、多
く
は
戦
後
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

阿
弥
陀
仏
や
大
日
如
来
な
ど
釈
迦
以
外
の
「
仏
陀
」
に
つ
い
て
は
、
原
始
仏
典
重
視
の
傾
向
か
ら
も

ま
だ
顧
み
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
え
る
。

さ
て
、
ド
イ
ツ
の
仏
教
研
究
に
お
い
て
は
、
そ
の
理
解
に
一
つ
の
対
極
的
視
座
の
相
克
を
見
出
す

こ
と
が
出
来
る
。
一
方
は
釈
迦
牟
尼
仏
は
哲
学
者
で
あ
る
と
し
、
仏
教
の
教
理
は
合
理
的
な
哲
学
で

あ
る
と
捉
え
た
理
解
で
あ
る
。
も
う
一
方
は
、
釈
迦
牟
尼
仏
は
合
理
的
説
明
の
及
ば
な
い
人
類
の
救

済
者
で
あ
り
、
仏
教
の
教
理
は
幻
想
的
で
神
秘
的
な
要
素
こ
そ
が
そ
の
本
義
で
あ
る
と
捉
え
た
理
解

で
あ
る
。
前
者
は
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク（H

erm
ann O

ldenberg, 

一
八
五
四
―
一
九
二
〇
）の『
仏
陀
』

（Buddha, sein Leben, seine Lehre, seine Gem
einde, Stuttgart und Berlin, 1881

）
に
代
表

さ
れ
る
視
座
で
あ
り
、
後
者
は
ベ
ッ
ク
（H

erm
ann Beckh, 

一
八
七
九
―
一
九
三
七
）
の
『
仏
教
』

（Buddism
us, Berlin und Leipzig, 1916

）
に
よ
る
視
座
で
あ
る
。
ナ
ー
の
共
通
す
る
の
は
、
た

ベ
ッ
ク
は
は
一
つ
の
対
極
的
視
座
の
相
克
が

合
理
的
存
在
と
し
て
の
仏
陀
を
求
め
た
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
は
神
話
的
表
現
に
彩
ら
れ
た
北
伝
の
仏

典
を
嫌
っ
て
専
ら
南
伝
の
仏
典
を
取
り
上
げ
、
神
秘
的
存
在
と
し
て
の
仏
陀
を
求
め
た
ベ
ッ
ク
は
逆

に
好
ん
で
北
伝
の
仏
典
を
用
い
た
。
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
は
、
大
乗
仏
典
の
仏
伝
に
描
か
れ
る
神
秘
的

要
素
は
「
添
え
物
」
で
あ
る
と
切
り
捨
て
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ベ
ッ
ク
は
、
仏
教
の
本
質
を
一
切

衆
生
の
救
済
者
と
い
う
大
乗
仏
教
的
な
仏
陀
の
人
格
性
に
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
南
伝
よ
り
も
北
伝

仏
典
の
方
が
仏
教
の
本
質
を
語
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
た
。
北
伝
仏
典
は
「
神
話
と
秘
教
」
に
よ

っ
て
語
ら
れ
、
歴
史
的
記
録
と
は
異
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
西
洋
的
な
考
え
方
で
言
え

ば
歴
史
的
記
録
を
重
視
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
宗
教
と
し
て
の
仏
教
の
全
貌
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、「
神
話
的
＝
神
秘
的
な
仏
陀
の
生
涯
の
物
語
が
重
要
な
要
素
」
で
あ
る

と
し
、「
仏
教
の
も
っ
と
も
奥
底
に
あ
る
本
質
は
お
そ
ら
く
そ
の
〈
伝
説
〉
に
お
い
て
こ
そ
も
っ
と

も
意
味
深
く
表
現
さ
れ
て
い
る
（
１
）

」
と
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。
南
伝
仏
教
を
重
視
し
、
仏
教
を
哲
学

的
・
合
理
的
宗
教
で
あ
る
と
す
る
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
の
理
解
は
、
当
時
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
お
い
て
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主
流
を
為
し
た
。
一
方
、
ベ
ッ
ク
の
『
仏
教
』
に
対
す
る
書
評
は
、
ベ
ッ
ク
の
存
命
中
に
出
さ
れ
た

も
の
は
い
ず
れ
も
批
判
的
な
内
容
で
あ
る
。
大
ま
か
な
批
判
内
容
と
し
て
は
、
仏
教
と
ヨ
ー
ガ
を
接

近
さ
せ
す
ぎ
て
い
る
こ
と
、
取
り
上
げ
る
テ
ク
ス
ト
に
歴
史
的
一
貫
性
が
な
く
、
北
伝
と
南
伝
を
恣

意
的
に
混
同
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
仏
教
を
哲
学
的
・
合
理
的
に
解
釈
す
る
こ
と
に
対
し
て
抵
抗

的
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
試
み
は
文
献
学
的
に
成
功
し
て
い
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
２
）

。

ベ
ル
リ
ン
大
学
の
同
門
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ケ
は
、
南
伝
に
も
描
か
れ
て
い
る
伝
説
を
敢
え
て
北
伝

に
換
え
て
語
る
こ
と
は
、「
本
来
的
で
は
な
く
」、「
品
位
を
損
ね
た
も
の
」
で
あ
る
と
述
べ
、
初
転

法
輪
の
場
面
を
引
き
合
い
に
出
し
て
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

（
仏
陀
の
初
転
法
輪
の
伝
説
に
お
い
て
）
ベ
ナ
レ
ス
で
、
南
伝
の
仏
陀
は
「
座
り
」、「
法
輪
を

転
ず
る
」。
こ
れ
は
、
説
教
活
動
の
開
始
を
表
す
合
理
的
な
比
喩
表
現
で
あ
る
。
し
か
し
、
ベ

ッ
ク
が
示
す
北
伝
の
伝
説
で
は
、
実
際
に
仏
陀
と
な
り
、
そ
の
上
、
実
際
に
き
ら
び
や
か
に
装

飾
さ
れ
た
車
輪
が
も
た
ら
さ
れ
、
彼
は
そ
の
回
る
法
輪
に
座
る
の
で
あ
る（

（
（

！

し
か
し
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
「
外
」
で
支
持
さ
れ
た
の
は
、
む
し
ろ
ベ
ッ
ク
の
方
で
あ
っ
た
。『
仏

教
』
は
ゲ
ッ
シ
ェ
ン
叢
書
（Sam

m
lung Göschen

）
の
一
つ
と
し
て
出
版
さ
れ
、
仏
教
研
究
者
よ

り
も
一
般
の
知
識
人
を
読
者
に
想
定
し
て
い
た
。
ハ
ル
プ
フ
ァ
ス
は
、オ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
の
『
仏
陀
』

は
学
問
的
に
は
『
仏
教
』
よ
り
も
本
格
的
な
仕
事
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、『
仏
教
』
は

ド
イ
ツ
の
仏
教
書
と
し
て
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
著
作
の
一
つ
だ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
４
）
。
日
本

の
岩
波
文
庫
版
に
お
い
て
も
、『
岩
波
文
庫
総
目
録
』
で
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
仏
教
研
究
の

最
も
代
表
的
な
名
著
」
で
あ
り
、「
仏
教
の
基
本
的
立
場
を
比
較
宗
教
史
の
観
点
か
ら
解
説
し
た
入

門
書
と
し
て
知
ら
れ
、
重
要
な
事
項
を
適
切
に
説
明
し
な
が
ら
、
読
者
を
仏
教
の
全
体
的
理
解
へ
と

導
き
入
れ
る
仏
教
概
論
書
」
で
あ
る
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
ド
イ
ツ
の
社
会
に
、
ベ
ッ
ク
の

よ
う
な
神
秘
的
な
仏
陀
観
は
受
容
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

対
極
的
な
理
解
を
示
し
た
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
と
ベ
ッ
ク
で
あ
る
が
、
両
者
に
共
通
す
る
の
は
文
献

学
的
な
手
法
を
と
も
に
用
い
た
こ
と
で
あ
る
。
ベ
ッ
ク
は
『
仏
教
』
執
筆
の
時
点
で
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー

の
人
智
学
に
影
響
を
受
け
て
お
り
、『
仏
教
』
に
は
人
智
学
的
な
世
界
観
に
基
づ
い
た
仏
教
理
解
を

見
て
取
る
こ
と
が
出
来
る
（
５
）
。
ま
た
、
彼
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
は
人
智
学
系
の
宗
教
運
動
に
余
生
を

捧
げ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、「
超
感
覚
的
領
域
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
非
合
理
的
か
つ
神
秘
的

な
要
素
を
主
眼
に
置
く
ベ
ッ
ク
の
理
解
に
お
い
て
も
、
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
あ
く
ま
で
文
献
研
究
に

拠
る
も
の
で
あ
っ
た
。

二　

仏
耶
一
致
論
と
「
阿
弥
陀
」

―
―
釈
迦
で
な
い
「
仏
陀
」
の
位
置
づ
け

当
時
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
「
仏
陀
」
と
は
釈
迦
牟
尼
仏
を
表
し
て
い
た
。
そ
れ
で
は
、
釈
迦
牟
尼

仏
で
は
な
い
「
仏
陀
」
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
阿
弥
陀
仏

を
一
つ
の
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
て
検
討
し
た
い
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
釈
迦
牟
尼
仏
以
外
の
「
仏
陀
」
は
、
東
洋
研
究
の
文
脈
で
は
そ
も
そ
も

言
及
さ
れ
る
こ
と
が
非
常
に
少
な
い
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、
一
九
一
〇
年
に
ド
イ
ツ
で
一
冊
の
書

籍
が
刊
行
さ
れ
た
。
題
名
を
『「
我
ら
の
庇
護
者
阿
弥
陀
仏
」
日
本
極
楽
仏
教
理
解
の
た
め
の
史
料

集
』（
原
題"Am

ida Buddha unsere Zuflucht" Urkunden zum
 Verständnis des japanischen 

Sukhavati-Buddhism
us

、
以
下
、『
庇
護
者
阿
弥
陀
仏
』
と
略
記
）
と
い
い
、
日
本
の
浄
土
教
を

ま
と
ま
っ
た
形
で
初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
し
た
書
物
で
あ
り
、
西
洋
で
出
版
さ
れ
た
最
初
の

翻
訳
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
著
者
は
、
普
及
福
音
新
教
伝
道
会
の
教
宣
教
師
と
し
て
一
八
九
八
年
か
ら

一
九
〇
九
年
ま
で
東
京
に
赴
任
し
た
ハ
ー
ス
（H

ans H
aas, 

一
八
六
八
―
一
九
三
四
）
で
あ
る
。

『
庇
護
者
阿
弥
陀
仏
』
は
副
題
に
「
史
料
集
」
と
あ
る
よ
う
に
、
浄
土
宗
と
浄
土
真
宗
の
テ
ク
ス

ト
を
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
し
、解
説
を
付
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
は
じ
め
に
全
体
の
概
説
と
し
て
、

小
栗
栖
香
頂
編
『
仏
教
十
二
宗
綱
要
』
の
中
か
ら
福
田
行
誡
「
浄
土
宗
」
と
赤
松
連
城
「
浄
土
真
宗
」

の
ド
イ
ツ
語
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
つ
い
で
、
法
然
『
浄
土
宗
略
抄
』『
一
紙
小
消
息
』『
一
枚
起

請
文
』、
向
阿
『
帰
命
本
願
抄
』『
西
要
抄
』、
親
鸞
「
正
信
偈
」『
歎
異
抄
』
師
訓
篇
、
如
信
（
６
）

『
歎
異

抄
』
異
義
篇
、
蓮
如
『
領
解
文
』、
赤
松
連
城
『
真
宗
大
意
』、
多
田
鼎
『
修
道
講
話
』
の
各
テ
ク
ス

ト
の
ド
イ
ツ
語
訳
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
浄
土
宗
と
真
宗
の
祖
師
に
並
ん
で
、
本
願
寺
派
の
赤
松
連

城
（
一
八
四
一
―
一
九
一
九
）
と
大
谷
派
の
多
田
鼎
（
一
八
七
五
―
一
九
三
七
）
と
い
う
、
当
時
活

動
し
た
東
西
本
願
寺
僧
の
著
作
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。

ハ
ー
ス
は
『
庇
護
者
阿
弥
陀
仏
』
に
お
い
て
浄
土
教
の
テ
ク
ス
ト
を
ド
イ
ツ
語
に
訳
す
際
に
、
ル

タ
ー
訳
聖
書
を
強
く
意
識
し
た
言
い
回
し
を
多
用
し
て
、
大
幅
に
意
訳
し
た
（
７
）

。
彼
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
の
宣
教
師
で
あ
り
、
浄
土
教
に
キ
リ
ス
ト
教
と
の
類
縁
性
を
求
め
た
こ
と
自
体
は
そ
れ
ほ
ど
特
異

な
こ
と
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
実
際
、
単
に
キ
リ
ス
ト
教
関
係
者
が
浄
土
教
に
対
し
て
漠
然
と

一
神
教
的
な
も
の
を
見
出
そ
う
と
す
る
考
え
な
ら
ば
、
室
町
時
代
に
キ
リ
ス
ト
教
が
伝
来
し
た
当
時

二
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か
ら
既
に
存
在
し
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
そ
の
た
め
の
理
論
的
手
法
で
あ
る
。

ハ
ー
ス
は
『
庇
護
者
阿
弥
陀
仏
』
の
序
文
で
、
浄
土
教
の
経
典
類
は
「
民
衆
の
宗
教
誌

（Religionsurkunden der Völker

）」

（
８
）

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
歴
史
批
判
的
に
見
れ
ば
、
浄
土
宗

や
浄
土
真
宗
と
い
っ
た
救
済
的
な
「
阿
弥
陀
宗
教
（Am

itabha-Religion

）」
の
教
理
は
、ゴ
ー
タ
マ
・

ブ
ッ
ダ
の
体
系
に
外
か
ら
「
入
り
込
ま
れ
た
（hineingekom

m
en

）」

（
９
）

も
の
で
あ
る
と
い
う
。

ハ
ー
ス
は
、
基
本
的
に
自
ら
の
宗
教
的
立
場
に
依
っ
て
発
言
を
し
て
い
る
。
仏
教
の
教
え
は
も
は

や
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
古
代
の
日
本
が
仏
教
を
受
け
入
れ
て
発
展
し
た
よ
う
に
、
近
代

日
本
の
発
展
の
た
め
に
仏
教
は
キ
リ
ス
ト
教
に
そ
の
座
を
明
け
渡
す
べ
き
で
あ
る
と
す
ら
主
張
す

る（
（（
（

。
し
か
し
、「
阿
弥
陀
」
の
浄
土
教
は
仏
教
で
は
な
い
と
言
う
。

「
正
信
偈
」
の
善
導
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
箇
所
で
、
ハ
ー
ス
は
次
の
よ
う
な
註
を
入
れ
て
い
る
。

日
本
の
浄
土
教
で
彼
（
筆
者
註
：
善
導
）
の
文
献
が
引
用
さ
れ
る
と
き
、
彼
を
ほ
と
ん
ど
新

し
い
宗
教
の
創
設
者
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
。
彼
は
隋
（
五
八
九
―
六
一
八
）
末
期
に
生
ま
れ
、

六
十
九
歳
で
死
ん
だ
。
彼
は
当
時
の
首
都
、
長
安
に
住
ん
だ
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
六
三
五
年
に

ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
の
阿
羅
本
が
、
皇
帝
太
宗
に
歓
迎
さ
れ
て
長
安
に
入
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ

さ
せ
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
と
は
古
代
の
キ
リ
ス
ト
教
の
教
派
で
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
大
主
教
で

あ
っ
た
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
に
端
を
発
す
る
一
派
で
あ
る
。
彼
の
支
持
者
た
ち
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
を
拠
点

に
東
方
へ
布
教
を
展
開
し
、
六
三
五
年
に
は
唐
の
長
安
に
阿
羅
本
を
代
表
と
す
る
宣
教
団
が
到
達
し

た
。
唐
で
は
景
教
と
呼
ば
れ
て
活
動
が
公
認
さ
れ
、
長
安
を
は
じ
め
唐
の
各
地
に
建
て
ら
れ
た
景
教

の
寺
院
は
「
大
秦
寺
」
と
呼
ば
れ
た
。

こ
の
註
で
は
、
善
導
の
時
代
と
、
唐
代
の
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
キ
リ
ス
ト
教
、
す
な
わ
ち
景
教
の
布

教
の
時
代
が
重
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
善
導
の
阿
弥
陀
仏
の
観
念
に
は
、
当
時
伝
来
し
た
ネ
ス
ト
リ
ウ

ス
派
の
神
観
念
が
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
示
唆
し
て
い
る
。
阿
弥
陀
仏
は
い
わ
ゆ

る
「
仏
陀
」
で
は
な
く
、
一
神
教
的
な
神
観
念
が
形
を
変
え
て
「
仏
陀
」
の
仏
教
に
伏
流
の
よ
う
に

潜
り
込
ん
だ
も
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

ハ
ー
ス
の
特
徴
は
、
浄
土
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係
性
を
漠
然
と
思
い
描
く
の
で
は
な
く
、
た

と
え
仮
説
に
仮
説
を
重
ね
た
薄
弱
な
根
拠
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
歴
史
的
な
事
実
関
係
か
ら
そ
れ
を

立
証
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
ハ
ー
ス
は
ド
イ
ツ
に
帰
国
後
、
ゼ
ー
デ
ル
ブ
ロ
ム
の
後

を
継
い
で
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
の
教
授
に
就
任
し
、
宗
教
学
を
講
じ
る
。
宗
教
学
者
と
し
て
の
ハ

ー
ス
は
日
本
宗
教
に
関
す
る
研
究
業
績
が
多
い
が
、
彼
は
、
同
時
に
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
比
較

研
究
に
つ
い
て
も
強
い
関
心
を
持
ち
続
け
た
。
一
九
二
二
年
、
ハ
ー
ス
は
当
時
の
仏
教
と
キ
リ
ス
ト

教
の
相
互
関
係
に
関
す
る
文
献
目
録Bibliographie zur Frage nach den W

echselbeziehungen 

zw
ischen Buddhism

us und Christentum

を
作
成
す
る
。
こ
の
よ
う
な
文
献
目
録
を
作
成
し
た

こ
と
自
体
か
ら
も
、
ハ
ー
ス
の
東
西
交
流
に
対
す
る
問
題
意
識
の
高
さ
が
窺
え
る
が
、
ハ
ー
ス
自

身
も"D

as Leben Jesu und die Buddhalegenden"

（「
イ
エ
ス
伝
と
仏
伝
」）、"Christliche 

Klänge im
 japanischen Buddhism

us"

（「
日
本
仏
教
へ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
響
き
」）、［M

arkus

］

M
ark.XII, 41 ff. und Kalpanām

andinikā （IV

） 22

（『
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
［12:41

］
以
下

と
大
荘
厳
論
経
第
四
巻
22
』）
な
ど
、
こ
の
目
録
に
記
載
さ
れ
る
よ
う
な
趣
旨
の
論
文
を
数
多
く
執

筆
し
た
。

ま
た
、
当
時
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
に
滞
在
し
て
い
た
大
塚
道
光
が
、
ハ
ー
ス
が
一
般
宗
教
史
の
講
義
で

「
仏
基
両
教
比
較
研
究
問
題
に
関
し
て
、
ガ
ル
ベ
や
グ
ン
タ
ー
、
並
に
教
授
自
己
の
意
見
な
ど（

（（
（

」
を

論
じ
て
い
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
比
較
研
究
は
、
ハ
ー
ス
の
生
涯
の
テ

ー
マ
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

三　

恩
寵
概
念
の
所
在

ト
レ
ル
チ
は
、宗
教
学
事
典
で
あ
るReligion in Geschichte und Gegenw

art

初
版
（
一
九
一
〇

―
一
三
）
の
「
神
の
恩
恵
（Gnade Gottes

）」
の
項
目
を
、
次
の
よ
う
に
書
き
記
し
て
い
る
。

恩
恵
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
救
済
概
念
の
最
高
か
つ
最
後
的
な
総
括
で
あ
る
。
ま
た
キ
リ
ス

ト
教
的
救
済
概
念
が
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
神
概
念
の
最
高
の
表
現
で
あ
る
以
上
、
恩
恵
は
キ
リ

ス
ト
教
的
神
概
念
の
最
高
の
表
現
で
も
あ
る
。
そ
の
表
現
に
お
い
て
は
、
た
と
え
類
似
の
こ
と

が
他
の
所
で
も
も
ち
ろ
ん
完
全
に
な
い
と
は
言
え
ぬ
に
し
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
の
本
来
的
な
独

自
性
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
何
は
と
も
あ
れ
こ
の
点
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
本

来
的
な
高
さ
と
偉
大
さ
が
、
こ
の
思
想
に
お
い
て
最
高
の
宗
教
的
思
想
全
般
を
認
識
す
る
、
各

人
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
価
値
と
等
し
い
も
の
を
、
非
キ
リ
ス
ト
教
的
諸
宗
教
の
中
に
求
め

る
こ
と
は
空
し
い
。
そ
こ
で
見
出
さ
れ
る
の
は
思
想
の
う
え
で
の
、
散
在
す
る
皮
相
な
余
韻
に

す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
的
思
想
世
界
の
最
も
内
面
的
な
本
質
に
、
そ
の
根
拠
が
あ
る

三
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か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
ま
た
こ
こ
か
ら
、
そ
の
本
来
的
な
独
自
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る（

（（
（

。

神
の
恩
寵
と
、
そ
れ
に
よ
る
救
済
は
キ
リ
ス
ト
教
の
中
に
し
か
存
在
し
得
な
い
概
念
で
あ
る
と
断

言
す
る
。
仏
教
を
含
む
諸
宗
教
に
は
、
表
面
的
に
は
似
た
よ
う
な
救
済
の
信
仰
が
あ
る
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

ハ
ー
ス
よ
り
少
し
前
に
日
本
に
赴
任
し
た
普
及
福
音
新
教
伝
道
会
の
宣
教
師
ム
ン
チ
ン
ガ
ー
も
ま

た
、
仏
教
に
は
恩
寵
概
念
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
示
す
。
浄
土
真
宗
は
一
見
一
神
教
の
よ
う
に
見
え

る
が
、
内
実
は
土
着
の
信
仰
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
恩
寵
の
要
素
な
ど
入
っ
て
い
よ
う

は
ず
も
な
い
と
い
っ
た
論
調
で
あ
る
。

こ
の
世
を
諦
め
る
教
え
は
親
鸞
に
も
合
わ
な
か
っ
た
の
だ
。
彼
に
と
っ
て
も
、
阿
弥
陀
の
名

を
唱
え
る
こ
と
が
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
外
面
的
な
行
為
で
な
く
、
阿
弥
陀
仏
を
信
じ
て
身

を
捧
げ
る
こ
と
、
そ
し
て
全
て
の
神
が
阿
弥
陀
を
拝
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
の
は
幸

福
な
感
じ
が
す
る
。
こ
れ
は
一
神
教
の
救
い
の
宗
教
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
し
、
幼
子
の
口
か
ら

聞
く
た
ど
た
ど
し
い
信
仰
告
白
の
よ
う
で
も
あ
る
。（
…
…
）
し
か
し
こ
れ
は
一
神
教
で
は
な

い
し
、
単
一
神
教
で
も
な
い
。（
…
…
）
真
宗
の
い
わ
ゆ
る
一
神
教
よ
り
も
っ
と
注
意
せ
ね
ば

な
ら
な
い
の
は
、
そ
の
「
福
音
的
」
性
格
だ
ろ
う
。
阿
弥
陀
仏
へ
の
信
頼
に
満
ち
た
帰
依
は
―

―
親
鸞
の
場
合
は
そ
も
そ
も
ど
の
く
ら
い
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
―
―
一
般
大
衆
の
場
合
「
ナ
ム

　

ア
ミ
ダ
ブ
ツ
」
と
い
う
念
仏
と
一
緒
で
、
魔
法
の
呪
文
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
普
通
何
度
も
繰

り
返
し
て
唱
え
る
。
そ
し
て
つ
い
に
は
「
信
頼
に
満
ち
た
帰
依
」
は
表
面
的
な
口
先
だ
け
の
こ

と
に
な
り
、
狂
気
の
魔
術
と
な
っ
て
し
ま
う
の
だ（

（（
（

。

ム
ン
チ
ン
ガ
ー
の
よ
う
に
、
多
く
の
宗
教
史
学
派
の
神
学
者
は
、
浄
土
教
を
本
来
の
仏
教
か
ら
離

れ
て
土
着
化
し
た
信
仰
に
す
ぎ
な
い
と
見
て
お
り
、「
阿
弥
陀
」
の
宗
教
に
キ
リ
ス
ト
教
的
な
恩
寵

の
観
念
を
見
出
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
ハ
ー
ス
も
ま
た
、仏
教
そ
の
も
の
に
は
否
定
的
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
ハ
ー
ス
が
ト
レ
ル
チ
や
ム
ン
チ
ン
ガ
ー
ら
と
違
っ
た
の
は
、「
阿
弥
陀
」
の
宗
教
を
仏
教

か
ら
切
り
離
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
を
見
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の

影
響
が
あ
る
以
上
、「
阿
弥
陀
」
の
宗
教
に
は
恩
寵
の
観
念
が
あ
る
と
見
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

浄
土
教
の
経
典
を
聖
書
風
に
訳
し
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、『
庇
護
者
阿
弥
陀
仏
』
の
テ
ク
ス

ト
に
多
田
鼎
の
文
章
を
「
抜
擢
」
し
た
こ
と
も
、
ハ
ー
ス
の
非
常
に
特
徴
的
な
選
択
で
あ
る
。
一
緒

に
収
め
ら
れ
た
赤
松
連
城
は
当
時
既
に
本
願
寺
派
の
重
鎮
で
あ
り
、
ま
た
英
語
に
堪
能
で
外
国
人
と

の
交
流
も
多
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
多
田
は
『
庇
護
者
阿
弥
陀
仏
』
出
版
当
時
は
三
十
五
歳
で

あ
り
、
一
介
の
若
手
僧
侶
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
ハ
ー
ス
が
来
日
し
た
時
点
で
は
ま

だ
真
宗
大
学
の
学
生
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ハ
ー
ス
が
多
田
鼎
に
着
目
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
多
田

自
身
の
思
想
と
信
仰
活
動
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
当
時
の
多
田
は
、
同
時

代
の
真
宗
僧
と
比
べ
て
も
、
き
わ
め
て
阿
弥
陀
仏
の
仏
恩
の
あ
り
が
た
さ
を
「
恩
寵
」
と
い
う
言
葉

を
用
い
て
強
く
語
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
浄
土
真
宗
の
伝
統
的
な
因
習
か
ら
離
れ
て
、
師
で
あ
る
清
沢

満
之
の
影
響
を
受
け
て
内
観
に
よ
る
罪
の
自
覚
を
重
視
し
、
全
て
は
仏
恩
で
あ
る
と
捉
え
、
さ
ら
に

「
恩
寵
」
と
い
う
言
葉
を
多
用
し
た
多
田
鼎
の
思
想
は
、
ハ
ー
ス
な
ど
の
当
時
の
仏
耶
一
致
論
者
に

と
っ
て
は
好
都
合
な
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
東
洋
研
究
の
傾
向
と
背
景

こ
こ
ま
で
、世
紀
転
換
期
の
ド
イ
ツ
の
「
仏
陀
」
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
そ
れ
で
は
、

こ
の
よ
う
な
「
仏
陀
」
な
い
し
「
阿
弥
陀
」
理
解
を
も
た
ら
し
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
こ

か
ら
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ
の
社
会
状
況
と
宗
教
思
潮
を
さ
ぐ
る
こ
と
で
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
ド
イ
ツ
語
の
成
立
と
言
語
研
究
と
い
う
営
為
が
近
代
ド
イ
ツ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成

と
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
十
九
世
紀
は
近
代
ド
イ
ツ
語
が
成
立
し
た
時
代
で

あ
り
、
同
時
に
ド
イ
ツ
語
自
体
へ
の
学
術
的
関
心
が
高
ま
っ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
嚆
矢
と
も

い
え
る
グ
リ
ム
兄
弟
の
ゲ
ル
マ
ン
語
研
究
は
、
伝
承
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
の
文
献
学
的
分
析
に
基
づ
い

た
言
語
研
究
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
根
幹
に
あ
っ
た
の
は
、
ド
イ
ツ
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
の
探
求
で
あ
っ
た
。
こ
の
仕
事
は
ド
イ
ツ
の
多
く
の
研
究
者
や
作
家
に
刺
激
を
与
え
、「
ド

イ
ツ
人
全
体
へ
の
精
神
的
支
え
を
も
与
え
た（

（（
（

」。
こ
の
伝
統
は
受
け
継
が
れ
た
。
こ
の
、
文
献
学
と

言
語
学
を
照
応
し
た
形
の
研
究
は
、
十
九
世
紀
以
降
の
ド
イ
ツ
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
を
代
表
す
る
研
究

手
法
の
一
つ
と
な
る
。
湯
山
明
は
ド
イ
ツ
の
仏
教
研
究
の
一
つ
の
特
徴
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ

ン
ス
、
ロ
シ
ア
な
ど
に
比
べ
て
言
語
的
問
題
に
着
目
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が（

（（
（

、

こ
れ
は
グ
リ
ム
兄
弟
以
来
の
言
語
研
究
を
重
視
し
た
文
献
学
が
仏
教
研
究
に
も
適
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
近
代
ド
イ
ツ
知
識
人
に
と
っ
て
、
言
語
的
関
心
は
ド
イ
ツ
国
民
と
し
て
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
担
保
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

四
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次
に
、
近
代
ド
イ
ツ
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
位
置
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ド
イ
ツ
帝
国
の
大
学
の
世
界
で
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
出
自
と
す
る
人
々
が
よ
り
多
く
進
学
し
、
さ

ら
に
大
学
教
員
と
な
る
傾
向
が
強
く
存
在
し
た
。
早
島
瑛
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
「「
高

等
教
育
機
関
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
も
の
」
と
い
う
大
学
観
は
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
の
ド

イ
ツ
の
資
格
社
会
に
特
徴
的
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
一
般
化
さ
れ
広
く
流
布
し
た
常
識
と
も
な
っ
て

い
た（

（（
（

」。
当
時
の
ド
イ
ツ
の
大
学
に
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
学
生
が
多
く
、
一
九
一
〇
年
の
時
点
で

カ
ト
リ
ッ
ク
が
人
口
の
七
割
を
占
め
て
い
た
バ
イ
エ
ル
ン
に
所
在
す
る
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
で
さ
え
、

学
生
の
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
比
率
は
ほ
ぼ
同
率
で
あ
っ
た（

（（
（

。

五　

宗
教
史
学
派
の
神
学
と
ド
イ
ツ
帝
国

ハ
ー
ス
の
所
属
し
た
普
及
福
音
新
教
伝
道
会
は
、
神
学
と
し
て
は
宗
教
史
学
派
の
立
場
を
と
っ
て

い
た
。
宗
教
史
学
派
と
は
、
十
九
世
紀
後
半
か
ら
一
九
二
〇
年
代
に
か
け
て
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学

を
中
心
に
起
こ
っ
た
聖
書
研
究
の
一
派
で
あ
る
。
彼
ら
は
聖
書
を
歴
史
批
判
的
に
解
釈
し
、
教
会
の

教
義
を
無
批
判
に
認
め
る
こ
と
に
反
対
し
た
。
こ
こ
で
は
、
宗
教
史
学
派
の
理
論
的
側
面
の
代
表
者

で
あ
っ
た
ト
レ
ル
チ
の
主
張
を
紹
介
す
る
。

宗
教
史
学
派
の
第
一
の
特
徴
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
宗
教
に
も
真
理
の
存
在
を
認
め
る
と

い
う
点
が
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
は
も
は
や
啓
示
宗
教
と
い
う
形
で
の
唯
一
性
を
保
つ
こ
と
を
目
的
と

し
た
方
法
論
に
よ
っ
て
捉
え
る
べ
き
で
な
く
、
学
問
的
方
法
に
拠
っ
て
歩
む
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

そ
し
て
、そ
れ
は
「
普
遍
史
的
な
宗
教
比
較
」
と
い
う
手
法
に
依
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、

こ
の
「
神
学
に
お
け
る
宗
教
史
的
思
考（

（（
（

」
は
、
神
学
に
対
し
て
二
つ
の
思
索
の
方
向
性
を
持
つ
。
第

一
は
「
歴
史
的
研
究
」
で
あ
り
、
第
二
は
「
宗
教
哲
学
」
で
あ
る
。

そ
の
第
一
は
と
く
に
キ
リ
ス
ト
教
自
身
の
歴
史
に
向
け
ら
れ
た
歴
史
的
研
究
で
あ
る
。
こ
こ

で
宗
教
史
的
思
考
と
は
普
遍
的
な
宗
教
哲
学
や
特
定
の
教
義
学
を
意
味
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は

聖
書
の
宗
教
の
成
立
を
、
他
宗
教
と
の
接
触
と
対
比
を
通
し
て
、
全
く
具
体
的
に
説
明
し
明
確

に
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。（
…
…
）
ヤ
ハ
ヴ
ェ
宗
教
の
成
立
と
い
う
問
い
は
、
も
は
や
聖
書

の
記
述
だ
け
で
解
き
得
る
問
題
で
は
な
い
。そ
れ
は
そ
の
当
時
の
宗
教
史
と
の
関
係
に
お
い
て
、

ま
た
ア
ラ
ビ
ア
砂
漠
諸
民
族
の
宗
教
に
つ
い
て
の
わ
れ
わ
れ
の
知
識
を
援
用
し
て
解
か
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
も
は
や
聖
書
的
な
問
題
で
は
な
く
、宗
教
史
的
な
問
題
な
の
で
あ
る
。

（
…
…
）
こ
の
考
え
方
は
歴
史
的
研
究
と
い
う
思
想
が
真
剣
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
限
り
、
あ
ら

ゆ
る
陣
営
の
釈
義
的
・
歴
史
的
神
学
す
べ
て
を
通
し
て
、
広
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

聖
書
を
書
か
れ
た
文
言
の
上
だ
け
で
読
み
解
く
の
で
は
な
く
、
オ
リ
エ
ン
ト
史
や
ア
ラ
ビ
ア
砂
漠

諸
民
族
の
宗
教
と
の
関
連
性
に
お
い
て
「
歴
史
的
研
究
」
に
よ
っ
て
読
み
解
い
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
ト
レ
ル
チ
は
今
の
時
代
に
お
い
て
宗
教
的
共
同
体
の
紐
帯
を
維
持
す
る
の
は
外
枠
と
し
て

の
教
義
学
で
は
な
く
、
個
人
の
内
面
に
あ
る
信
仰
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
彼
ら
は
宗
教
的
伝
統
主
義

と
反
近
代
主
義
を
否
定
し
、
教
会
の
伝
承
を
批
判
的
に
検
討
し
た
。
そ
し
て
、
信
仰
上
の
問
題
に
つ

い
て
は
自
立
し
た
個
人
の
経
験
と
理
性
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
伝
統
的
権
威
の
個
人
の
内
面
へ

の
介
入
を
否
定
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
個
人
的
内
面
性
と
宗
教
経
験
と
を
結
び
つ
け
た
結
果
、
自
分

た
ち
の
外
に
も
真
理
は
存
在
す
る
結
論
と
な
り
、
原
理
的
に
宗
教
多
元
主
義
を
認
め
る
も
の
と
な
っ

た
。
ま
た
、
個
人
の
宗
教
経
験
を
重
視
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
教
会
的
教
義
学
よ
り
も
信
仰

論
に
重
き
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
自
ら
の
教
義
学
上
の
絶
対
性
を
主
張
せ
ず
、
他
の
宗
教
や

教
派
と
の
関
わ
り
を
求
め
た
。
し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
教
に
最
高
価
値
を
置
く
こ
と
自
体
に
つ
い
て
は

そ
の
立
場
を
保
持
し
続
け
た
。

宗
教
史
学
派
は
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
啓
示
宗
教
と
し
て
の
前
提
を
外
し
、
イ
エ
ス
と
パ
ウ
ロ
を
そ
の

当
時
の
文
化
を
考
慮
し
て
捉
え
、
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
諸
要
素
と
の
関
係
性
の
な
か
か
ら
、
歴
史
的

か
つ
合
理
的
に
解
釈
を
試
み
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
手
法
は
歴
史
的
文
脈
と
の
関

連
性
に
お
い
て
語
ら
れ
、学
問
的
手
続
き
を
強
く
意
識
し
た
も
の
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、

完
全
に
キ
リ
ス
ト
教
の
神
観
念
を
合
理
的
に
「
解
体
」
し
て
し
ま
う
も
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
神

へ
の
信
仰
は
残
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
を
特
権
的
な
立
場
か
ら
一
旦
降
ろ
し
て

か
ら
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

阿
弥
陀
仏
に
キ
リ
ス
ト
の
光
を
見
出
し
な
が
ら
、
あ
く
ま
で
「
歴
史
的
」
か
つ
学
問
的
に
厳
密
で

あ
ろ
う
と
し
た
ハ
ー
ス
の
姿
勢
は
、
宗
教
史
学
派
の
神
学
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
妥
当
な
見

方
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
キ
リ
ス
ト
教
は
あ
く
ま
で
「
歴
史
的
」
に
そ
の
妥
当
性
を
証

明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
で
、
恩
寵
の
概
念
は
キ
リ
ス
ト
教
以
外
に
は
存
在
し
得
な
い
。

浄
土
教
に
見
ら
れ
る
阿
弥
陀
の
救
済
概
念
は
恩
寵
で
は
な
い
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
教
の

恩
寵
が
何
ら
か
の
形
で
極
東
に
ま
で
届
い
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
後
者

を
選
ん
だ
と
き
、
そ
れ
を
学
問
的
手
法
に
よ
っ
て
「
歴
史
的
」
に
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

五
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た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ハ
ー
ス
は
景
教
に
よ
る
仏
耶
一
致
論
を
持
ち
出
し
て
ま
で
、「
歴
史
的
」
に
キ
リ

ス
ト
教
と
の
影
響
関
係
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

六　

近
代
化
と
「
流
浪
す
る
宗
教
性
」

普
及
福
音
新
教
伝
道
会
は
、
ル
タ
ー
派
リ
ベ
ラ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
た
ち
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ

た
伝
道
会
で
あ
る
。
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
に
お
け
る
そ
れ
は
、
神
学
的
立
場
は
リ
ベ
ラ
ル
で
あ
る
が
、

政
治
的
に
は
強
力
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
者
た
ち
の
こ
と
を
指
す
。

例
え
ば
ト
レ
ル
チ
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
正
当
性
を
神
学
的
側
面
か
ら
支
え
た
。
ハ
ル
ナ
ッ
ク
も
ナ

ウ
マ
ン
も
神
学
的
に
は
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
で
あ
り
な
が
ら
、
皇
帝
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
の
政
治
支
配
を

前
提
と
し
た
ド
イ
ツ
の
国
家
的
利
益
を
追
求
す
る
立
場
を
取
っ
た
。深
井
智
朗
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
期
ド
イ
ツ
の
ル
タ
ー
派
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
た
ち
は
、
神
学
的
に
は
既
存
の
教
会
権
威
か

ら
の
離
脱
を
目
指
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、そ
の
よ
う
な
神
学
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
発
生
そ
の
も
の
が
、

ド
イ
ツ
帝
国
と
い
う
国
家
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
過
程
を
背
景
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
教

会
キ
リ
ス
ト
教
」
か
ら
の
神
学
的
離
脱
を
求
め
て
「
私
的
キ
リ
ス
ト
教
」
へ
と
向
か
わ
ん
と
す
る
行

為
自
体
が
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
必
然
的
に
帝
政
の
体
制
神
学
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

世
紀
転
換
期
の
ド
イ
ツ
で
は
世
界
経
済
の
好
況
に
支
え
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
の
近
代
化
が
イ
ギ
リ
ス

や
フ
ラ
ン
ス
に
比
べ
て
遅
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
て
、
社
会
の
各
方
面
で
一
気
に
近
代
化
が
進
め
ら
れ

た
。
一
方
で
、
そ
れ
ま
で
人
々
の
精
神
的
規
範
を
定
め
て
い
た
教
会
か
ら
は
人
が
離
れ
、
近
代
化
の

流
れ
に
乗
っ
た
合
理
主
義
や
唯
物
論
が
蔓
延
し
た
。一
九
〇
〇
年
に
ド
イ
ツ
に
渡
っ
た
姉
崎
正
治
は
、

ド
イ
ツ
人
が
義
も
理
想
も
持
た
ず
に
た
だ
己
の
利
益
を
追
求
す
る
さ
ま
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
失

望
し
た
と
い
う
内
容
の
手
紙
を
高
山
樗
牛
に
送
っ
て
い
る
。
教
義
の
下
に
人
心
を
拘
束
す
る
「
教
会

キ
リ
ス
ト
教
」
か
ら
の
脱
却
を
強
く
意
識
し
た
の
が
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
で
あ
る
。

「
教
会
キ
リ
ス
ト
教
」
か
ら
「
私
的
キ
リ
ス
ト
教
」
へ
の
移
行
は
、
信
仰
を
組
織
的
紐
帯
に
よ
る
も

の
か
ら
、
個
人
の
内
心
へ
と
向
か
わ
し
め
る
も
の
と
な
っ
た
。
そ
し
て
何
よ
り
、
こ
の
ド
イ
ツ
の
近

代
化
を
推
し
進
め
た
「
体
制
側
」
に
い
た
存
在
こ
そ
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
で
あ
っ
た
。
結
果

と
し
て
脱
教
会
化
は
加
速
度
的
に
進
行
し
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
も
ま
た
、
教
会
離
れ
の
流
れ
に
抗
し
き

れ
な
か
っ
た
。
一
九
一
二
年
の
記
録
は
、
ド
イ
ツ
最
大
の
カ
ト
リ
ッ
ク
都
市
で
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク

中
央
党
の
牙
城
で
あ
っ
た
ケ
ル
ン
の
当
時
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。「
二
十
五
年
前
、

ケ
ル
ン
は
ド
イ
ツ
の
ロ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
今
日
、
復
活
祭
の
期
間
中
に
聖
体
を
受
け
る
労
働
者
は
全

体
の
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
い
な
い（

（（
（

」。

急
激
な
社
会
構
造
の
変
化
は
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
ひ
ず
み
も
生
み
出
し
た
。
そ
の
中
で
、
近
代
化
に

よ
る
合
理
主
義
や
物
質
主
義
に
対
し
て
抵
抗
を
試
み
る
人
々
も
現
れ
た
。
し
か
し
、
合
理
主
義
者
た

ち
が
教
会
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
、
教
会
は
彼
ら
の
受
け
皿
と
し
て
も
機
能
し
な
か
っ
た
。
教

会
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
彼
ら
の
多
く
は
自
然
療
法
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
、
オ
カ
ル
ト
、
非
教
会
的
な
宗
教

運
動
な
ど
、
様
々
な
世
界
観
を
伴
う
運
動
と
な
っ
て
表
れ
た
。
ニ
ッ
パ
ー
ダ
イ
は
こ
れ
ら
一
連
の
運

動
を
「
時
代
の
危
機
感
、
近
代
化
に
よ
る
喪
失
、
そ
れ
に
よ
る
動
揺
、
諸
々
の
確
立
さ
れ
た
確
実
性

へ
の
疑
い
、
現
代
文
明
と
い
う
〈
鉄
の
檻
〉
に
よ
る
人
格
と
自
律
的
文
化
の
危
機
へ
の
ひ
と
つ
の
応

答（
（（
（

」
と
し
て
、「
流
浪
す
る
宗
教
性
（vagierende Religiosität

）」
と
名
付
け
て
い
る
。
こ
の
「
流

浪
す
る
宗
教
性
」
の
主
な
担
い
手
と
な
っ
た
の
は
い
わ
ゆ
る
知
識
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
ベ
ッ
ク
が
影

響
を
受
け
た
人
智
学
運
動
も
ま
た
、「
流
浪
す
る
宗
教
性
」
の
代
表
的
な
帰
結
で
あ
る
。
ベ
ッ
ク
の

神
秘
性
を
宗
と
す
る
仏
教
理
解
も
、
こ
の
よ
う
な
精
神
的
背
景
か
ら
説
明
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

お
わ
り
に

近
代
ド
イ
ツ
に
お
い
て
「
仏
陀
」
と
は
釈
迦
牟
尼
仏
で
あ
り
、
東
洋
研
究
に
お
い
て
は
オ
ル
デ
ン

ベ
ル
ク
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
合
理
的
な
哲
学
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
一
方
で

当
時
の
近
代
化
・
合
理
主
義
化
へ
の
反
発
か
ら
神
秘
的
な
存
在
と
し
て
の
「
仏
陀
」
も
ま
た
求
め
ら

れ
た
。
ベ
ッ
ク
の
「
仏
陀
」
理
解
は
こ
の
代
表
格
で
あ
り
、
そ
れ
は
ド
イ
ツ
の
知
識
人
た
ち
に
一
定

の
支
持
を
得
た
。
釈
迦
牟
尼
仏
以
外
の
「
仏
陀
」
は
、
こ
の
時
代
に
お
い
て
は
そ
の
存
在
は
ほ
ぼ
認

識
さ
れ
て
お
ら
ず
、あ
っ
た
と
し
て
も
仏
教
の
土
着
化
の
過
程
で
習
合
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。

し
か
し
、
ハ
ー
ス
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
の
よ
う
に
、
一
神
教
的
神
観
念
と
の
繋
が
り
を
模
索
し
た
事

例
も
存
在
し
た
。

こ
れ
ら
の
「
仏
陀
」「
阿
弥
陀
」
解
釈
に
共
通
す
る
も
の
と
し
て
、「
学
問
的
」
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お

い
て
「
歴
史
的
」
に
証
明
さ
れ
う
る
も
の
と
し
て
、「
仏
陀
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
追
求
し
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
仏
陀
を
合
理
的
存
在
と
み
な
し
た
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
エ
ソ
テ
リ
ズ
ム

を
背
景
に
仏
教
を
捉
え
た
ベ
ッ
ク
も
、キ
リ
ス
ト
教
宣
教
の
立
場
か
ら
浄
土
教
を
捉
え
た
ハ
ー
ス
も
、

あ
く
ま
で
近
代
的
知
を
根
拠
と
し
て
「
客
観
的
」
な
「
歴
史
的
存
在
」
と
し
て
の
「
仏
陀
」
を
描
い

た
の
で
あ
る
。

ベ
ッ
ク
の
仏
陀
観
は
、
ド
イ
ツ
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
、
言
語
研
究
に
よ

六



近
代
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
仏
陀
」
と
「
阿
弥
陀
」

95

る
テ
ク
ス
ト
理
解
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
仏
陀
観
と
、
世
紀
転
換
期
の
非
教
会
的
宗
教
運
動
に
よ

っ
て
導
き
出
さ
れ
た
仏
陀
観
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
ド
イ
ツ
に
特
有
な
背
景
を
二
重
に
有
し
て
い
た
。

ハ
ー
ス
の
仏
陀
観
は
、
仏
教
を
キ
リ
ス
ト
教
的
立
場
か
ら
一
旦
否
定
し
た
上
で
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土

教
を
仏
教
か
ら
切
り
離
す
こ
と
で
再
評
価
を
試
み
た
。
ハ
ー
ス
の
仏
陀
観
の
背
景
は
、
ド
イ
ツ
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
影
響
を
受
け
た
宗
教
史
学
派
的
立
場
で
あ
り
、「
歴
史
的
」
な
根
拠
と
し
て
景
教
に

よ
る
仏
耶
一
致
論
を
持
ち
出
し
た
。
両
者
に
共
通
す
る
仏
陀
観
は
、
哲
学
者
で
は
な
い
「
救
済
者
と

し
て
の
仏
陀
」
で
あ
り
な
が
ら
、「
テ
ク
ス
ト
に
よ
り
証
明
さ
れ
、
歴
史
的
に
認
識
さ
れ
う
る
仏
陀
」

で
あ
る
こ
と
を
目
指
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
「
歴
史
的
」
と
は
、ベ
ッ
ク
は
人
智
学
的
世
界
観
に
、

ハ
ー
ス
は
仏
耶
一
致
論
に
依
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
と
も
に
歴
史
の
産
物
で
あ
る
テ
ク
ス
ト
に
そ

の
根
拠
を
追
求
し
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
全
く
異
な
る
宗
教
的
立
場
か
ら
全
く
異
な
る

仏
陀
観
を
導
き
出
し
た
が
、
こ
れ
は
テ
ク
ス
ト
解
釈
に
よ
っ
て
宗
教
に
向
か
い
合
お
う
と
し
た
当
時

の
ド
イ
ツ
知
識
人
の
傾
向
と
、
い
ず
れ
も
合
致
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

※
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献
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〇
一

註
（1）
ベ
ッ
ク
、
渡
辺
照
宏
訳
『
仏
教
（
上
）』
岩
波
文
庫
、
一
九
六
二
、二
七
頁

（2）
ベ
ッ
ク
と
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
の
仏
教
理
解
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「「
前
世
紀
転
換
期
ド

イ
ツ
に
お
け
る
仏
教
理
解
の
諸
相
―
―
対
極
的
視
座
の
相
克
を
軸
と
し
て
―
―
」『
大
正
大
学

大
学
院
研
究
論
集
』
第
三
一
号
、
二
〇
〇
八
参
照
。

（3）O
tto Franke "Buddhism

us （Buddha und seine Lehre
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仏
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わ
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仏
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仏
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マ
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〇
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。
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翻
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独
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仏
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〇
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〇
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五
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、
一
九
二
八
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末
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』
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一
九
八
六
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七
一
頁
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、
生
熊
文
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ツ
宣
教
師
の
見
た
明
治
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会
』
新
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往
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九
八
七
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七
六
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一
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と
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の
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舎
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〇
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〇
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六
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頁
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湯
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仏
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史
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仏
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一
〇
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法
蔵
館
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九
八
五
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望
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近
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ツ

＝
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名
古
屋
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版
会
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二
〇
〇
三
、二
七
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頁
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徒
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デ
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ォ
フ
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七
九
頁
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お
、
早
島
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紀
転
換
期
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相
次
い
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創
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さ
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商
科
大
学
が
、
総
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大
学
か
ら
排
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さ
れ
て
い
た
カ

ト
リ
ッ
ク
の
市
民
層
に
高
等
教
育
の
門
戸
を
開
く
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
示
し
て
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る
。
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レ
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二
一
三
頁

（20）
『
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レ
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２
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二
一
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頁
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．
オ
ー
ベ
ー
ル
他
、
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大
学
中
世
思
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研
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所
編
訳
／
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修
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史
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由
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と
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ス
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』
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社
、
一
九
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二
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 Um
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訳
は
深
澤
英
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と
霊
性
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
に
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た
。
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春
近
　
敬
氏
　
学
位
請
求
論
文
要
旨
（
課
程
博
士
）

「
近
代
の
仏
陀
観
に
関
す
る
一
研
究
―
―
二
〇
世
紀
初
頭
の
ド
イ
ツ
と
日
本
を
中
心
と
し
て
」

当
論
文
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
ド
イ
ツ
と
日
本
に
お
け
る
仏
陀
観
に
関
す
る
事
例
を
採
り
上
げ
、

そ
の
時
代
的
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
当
時
の
仏
陀
観
な
い
し
仏
教
理
解
は
、

現
在
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
一
面
的
で
あ
り
、
妥
当
と
は
言
い
難
い
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
当
研
究

は
「
な
ぜ
、
仏
陀
（
な
い
し
仏
教
）
を
そ
の
よ
う
に
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
」
と
い
う
観

点
か
ら
、
仏
陀
観
を
通
じ
て
そ
の
時
代
の
宗
教
意
識
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
を
狙
い
と
す
る
。

第
一
章
「
ヘ
ル
マ
ン
・
ベ
ッ
ク
の
釈
迦
理
解
と
宗
教
運
動
」
で
は
、
一
九
一
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇

年
代
に
か
け
て
活
動
し
た
ド
イ
ツ
人
ヘ
ル
マ
ン･

ベ
ッ
ク
を
採
り
上
げ
た
。
当
時
の
仏
教
研
究
の
主

流
を
為
し
て
い
た
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
の
仏
教
理
解
は
、
仏
教
を
徹
底
し
て
合
理
的
な
哲
学
の
体
系
で

あ
る
と
捉
え
、
仏
陀
は
歴
史
的
に
実
在
し
た
哲
学
者
で
あ
る
と
解
釈
し
た
。
仏
教
の
中
に
含
ま
れ
る

様
々
な
神
秘
的
・
神
話
的
要
素
は
、
合
理
的
で
な
い
が
ゆ
え
に
後
代
に
な
っ
て
発
生
し
た
「
添
え
物
」

で
あ
る
と
断
じ
た
。
そ
の
た
め
彼
は
北
伝
仏
典
を
斥
け
、南
伝
仏
典
に
基
づ
い
た
文
献
研
究
を
行
っ
た
。

ベ
ッ
ク
は
主
著
『
仏
教
』
に
お
い
て
、
こ
れ
と
対
極
的
な
仏
陀
観
を
示
す
。
ベ
ッ
ク
に
と
っ
て
仏
教

と
は
ヨ
ー
ガ
に
よ
っ
て
「
超
感
覚
的
領
域
」
へ
の
意
識
到
達
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
仏
陀
は
そ
の

方
法
を
宣
布
し
た
「
秘
教
の
解
放
者
」
と
い
う
意
味
で
人
類
の
救
世
主
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
。
ベ
ッ

ク
は
神
秘
的
描
写
に
彩
ら
れ
た
北
伝
仏
典
こ
そ
が
仏
教
の
本
義
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は

人
間
の
合
理
的
理
解
の
及
ば
な
い
世
界
の
実
相
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、

ベ
ッ
ク
が
ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
人
智
学
運
動
に
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

彼
が
『
仏
教
』
を
著
し
た
一
九
一
六
年
当
時
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
所
属
し
て
い
た
が
、こ
の
頃
既
に
シ
ュ

タ
イ
ナ
ー
と
出
会
っ
て
お
り
、『
仏
教
』
に
お
い
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
エ
ソ
テ
リ
ズ
ム
へ
の
帰
結
を
志

向
す
る
人
智
学
的
世
界
観
に
基
づ
い
た
仏
教
理
解
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
二
章
「
ハ
ン
ス
・
ハ
ー
ス
の
阿
弥
陀
理
解
と
宣
教
」
で
は
、
釈
迦
牟
尼
仏
以
外
の
仏
陀
理
解
を

示
す
一
事
例
と
し
て
、
一
八
九
八
年
に
普
及
福
音
新
教
伝
道
会
の
牧
師
と
し
て
来
日
し
た
ド
イ
ツ
人

宣
教
師
の
ハ
ン
ス
・
ハ
ー
ス
の
阿
弥
陀
仏
理
解
を
採
り
上
げ
た
。
ハ
ー
ス
は
『
庇
護
者
阿
弥
陀
仏
』

に
お
い
て
法
然
や
親
鸞
、蓮
如
な
ど
の
日
本
浄
土
教
の
テ
ク
ス
ト
を
初
め
て
ド
イ
ツ
語
に
訳
し
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
紹
介
し
た
。
ハ
ー
ス
は
浄
土
教
は
仏
教
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
観
念
が
景
教
の
東

漸
を
経
て
善
導
の
時
代
の
中
国
浄
土
教
に
流
入
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
彼

の
訳
し
た
「
正
信
偈
」
な
ど
は
、
ル
タ
ー
訳
聖
書
を
強
く
意
識
し
た
言
い
回
し
を
用
い
て
意
訳
さ
れ

て
い
る
。
ハ
ー
ス
は
仏
教
全
般
に
対
し
て
は
否
定
的
な
見
方
を
す
る
が
、
浄
土
教
を
仏
教
か
ら
切
り

離
す
こ
と
で
再
評
価
を
行
っ
た
。
そ
の
際
に
、
た
だ
漠
然
と
浄
土
教
と
一
神
教
の
類
縁
性
を
思
い
描

い
た
の
で
は
な
く
、
当
時
最
新
の
研
究
成
果
で
あ
っ
た
景
教
研
究
に
基
づ
い
た
仮
説
を
援
用
す
る
こ

と
で
、「
歴
史
的
」
に
そ
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
彼
の
特
徴
で
あ
る
。

第
三
章
「
近
代
ド
イ
ツ
宗
教
思
潮
と
仏
陀
観
」
で
は
、
近
代
ド
イ
ツ
の
宗
教
思
潮
お
よ
び
社
会
状

況
に
つ
い
て
論
じ
、
そ
こ
か
ら
彼
ら
が
い
か
な
る
理
路
で
先
述
の
よ
う
な
仏
陀
観
を
抱
く
に
至
っ
た

か
を
検
討
し
た
。
ド
イ
ツ
帝
国
は
、
成
立
以
来
国
家
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
求
め
る
動
き
か
ら
ド

イ
ツ
語
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
そ
れ
が
一
九
世
紀
以
降
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
全
般
に
言
語
研
究
・
文

献
研
究
中
心
の
気
風
を
も
た
ら
し
た
。
仏
教
研
究
も
ま
た
そ
の
影
響
下
に
あ
り
、
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク

は
も
ち
ろ
ん
ベ
ッ
ク
も
文
献
研
究
に
基
づ
い
て
神
秘
的
理
解
を
導
き
出
そ
う
と
し
た
。
ハ
ー
ス
の
所

属
し
た
普
及
福
音
新
教
伝
道
会
は
、
宗
教
史
学
派
の
立
場
に
属
し
た
。
こ
ち
ら
も
ま
た
、
歴
史
研
究

の
側
面
か
ら
合
理
的
に
キ
リ
ス
ト
教
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ハ
ー
ス
が
キ
リ
ス
ト

教
と
浄
土
教
の
類
縁
性
を
説
く
際
に
、
未
だ
仮
説
に
過
ぎ
な
か
っ
た
言
説
で
あ
っ
て
も
用
い
よ
う
と

し
た
こ
と
は
、
こ
の
宗
教
史
学
派
の
立
場
を
よ
く
表
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。
世
紀
転
換
期
に
な

る
と
ド
イ
ツ
は
急
速
に
近
代
化
を
迎
え
る
が
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
合
理
的
・
唯
物
論
的
な
志
向
が

生
ま
れ
て
、
い
わ
ゆ
る
教
会
離
れ
が
発
生
す
る
。
一
方
で
は
急
激
な
情
況
変
化
は
社
会
の
疲
弊
と
歪

み
を
生
み
出
し
た
が
、
近
代
化
へ
の
抵
抗
を
覚
え
た
層
も
ま
た
教
会
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
ニ
ッ
パ
ー
ダ
イ
が
指
摘
す
る
「
流
浪
す
る
宗
教
性
」
と
さ
れ
る
様
々
な
非
教
会
的
諸
運
動
が

発
生
し
た
。
文
献
学
の
方
法
を
と
り
な
が
ら
人
智
学
の
世
界
に
没
頭
し
た
ベ
ッ
ク
は
、
こ
の
両
者
を

と
も
に
具
え
た
立
場
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

ベ
ッ
ク
の
仏
陀
観
は
、言
語
研
究
に
基
づ
く
テ
ク
ス
ト
理
解
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
仏
陀
観
と
、

世
紀
転
換
期
の
非
教
会
的
宗
教
運
動
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
仏
陀
観
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
ド
イ
ツ

に
特
有
な
背
景
を
二
重
に
有
し
て
い
た
。ハ
ー
ス
の
仏
陀
観
の
背
景
は
宗
教
史
学
派
的
立
場
で
あ
り
、

「
歴
史
的
」
な
根
拠
と
し
て
景
教
に
よ
る
仏
耶
一
致
論
を
持
ち
出
し
た
。
両
者
に
共
通
す
る
仏
陀
観

は
、哲
学
者
で
は
な
い
「
救
済
者
と
し
て
の
仏
陀
」
で
あ
り
な
が
ら
、「
テ
ク
ス
ト
に
よ
り
証
明
さ
れ
、

歴
史
的
に
認
識
さ
れ
う
る
仏
陀
」
で
あ
る
こ
と
を
目
指
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
「
歴
史
的
」
と
は
、

ベ
ッ
ク
は
人
智
学
的
世
界
観
に
、
ハ
ー
ス
は
仏
耶
一
致
論
に
依
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
と
も
に
歴

史
の
産
物
で
あ
る
テ
ク
ス
ト
に
そ
の
根
拠
を
追
求
し
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
立

場
か
ら
異
な
る
仏
陀
観
を
導
き
出
し
た
が
、
両
者
は
と
も
に
テ
ク
ス
ト
解
釈
に
よ
っ
て
宗
教
に
向
か

い
合
お
う
と
し
た
当
時
の
ド
イ
ツ
知
識
人
の
傾
向
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た
。


